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   A 73-year-old male began to have dysuria and burning on urination in his childhood 
because of congenital urethral stricture. Thereafter, he showed a very interesting pro-
gress that he had had such troubles for seventy years as extravasation of urine, urethral 
fistulas and urinary incontinence which ensued. 
   Stricture of the anterior urethra was dilated, fistulas were closed, devitalized tissue 
of extravasated area was removed, and secondary diverticulum of the bladder was 
resected. 
   The progress, as a result of operation, was satisfactory.
緒 言
尿道腔 が正常 より縮少 し,そ の程度 如何 では
排尿障害 を来 し,甚 だ しい場合 には尿 閉に迄 陥
るものを尿 道狭窄 として臨床上 の対称 となす わ
けであ るが,Felekii2)が正常 に発育 した陰茎
でCharriereNo.15以下を狭窄 と定 義 して
から,之 が尿 道 の広 さの一応 の基準 点 となつて
いる.私 は恐 ら く先 天性 に尿道狭窄 が存 在 し,
その為に排尿 障害 を来 し,次 いで尿浸潤,多 発
性尿道痩 を形成 して,70年に亘つ て排尿 に悩 ま
され た一症例 を経験 した ので,そ の概要 並に治































































































腰椎麻酔の下,先づ膀胱高位切開にて膀 脆 壁 に達、
し,膀胱内をみると膀胱後壁左側で尿管口上部に膀胱
憩室の窓を認めた.従 つて膀胱上壁 と腹膜翻転部を剥
離 し,膀胱を起して後壁に達し,憩室の切 除 を行 つ














































1)陰 茎及 び尿道 には個人 差が著 る しい事.
2)CharriereNo.15以下の尿 道腔 を有 す
る者 でも格別 激 しい排尿 困難等 の 自覚症状 が欠
如又は僅少 なる場 合には医師 の もと を 訪 れ な
い.
3)古 い報告 には先 天性狭窄 で ある と云 う確
実性 に欠けて いるものも可成 り見受け られ る4).
等 が原 因を なしている と思 われ る.第1表 に
於 いて見 られ る如 く,全 尿道狭窄 に対す る頻度
が最高16.496から最低0.5%迄に亘つ てい るが.
平均 す るところ2～3%と なつ ている.私 の1
例 もこの範疇 に入 るべ きもので ある と 考 え る
が,そ の病状経過 は前記 の如 く実に興味深 い も
のが ある.































































































等に分類す るが,そ の他にも細部に分つ ものも

































































70年に亘る長い期間,先 天性尿道 狭 窄 の為
に,排尿困難及び尿道痩,尿 浸潤に悩 まされ,
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第1図 初診時
(ゾンデにより尿道口を示す)
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第2図 尿道膀胱造影
(前部尿道は完全狭窄状態で造影不能)
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第4図 所見の概要
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